
















































































































































1 72 A 臨終に立ち会うことは ｢死｣について知り,
感じ,考え,教える機会である
B 体験からそう思った





































3 14 A 命の尊さを知り｢生｣を考えさせるととも
に ｢死｣について感じ,考え,理解させて

















































































































































































































































































































































教科 (タナ トロジー)を取 り入れて看護教育にお
けるデス ･エデュケーションを行 う必要がある｡
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